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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接続された他のプロジェクターとともに画像を投射するプロジェクターであって、
　ユーザーによる操作と、前記他のプロジェクターからの命令とを受け付ける受付部と、
　当該プロジェクターの制御モードを示すモード情報を記憶する記憶部と、
　前記他のプロジェクターと連動して動作することを示すモード情報が前記記憶部に記憶
されている場合において、前記受付部により前記命令が受け付けられたときには、前記操
作によらずに当該命令に応じた処理を実行し、前記受付部によりあらかじめ決められた第
１の操作が受け付けられたときには、前記命令によらずに前記受付部により受け付けられ
た操作に応じた処理を実行する処理実行部と
　を備え、
　前記処理実行部は、前記受付部により前記第１の操作が受け付けられた場合において、
さらに、あらかじめ決められた第２の操作が受け付けられたときには、当該操作を無視す
ることを特徴とするプロジェクター。
【請求項２】
　前記第２の操作は、当該プロジェクターが画像を投射するときの動作の態様を変更する
ための操作である
　ことを特徴とする請求項１に記載のプロジェクター。
【請求項３】
　前記第１の操作は、無線による操作である
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　ことを特徴とする請求項１または２のいずれか１項に記載のプロジェクター。
【請求項４】
　前記処理実行部は、前記他のプロジェクターと連動して動作することを示すモード情報
が前記記憶部に記憶されている場合において、前記受付部により前記第１の操作と異なる
他の操作が受け付けられたときには、当該操作を無視する
　ことを特徴とする請求項３に記載のプロジェクター。
【請求項５】
　ユーザーによる操作と、接続された他のプロジェクターからの命令とを受け付け、当該
他のプロジェクターとともに画像を投射するプロジェクターにおける制御方法であって、
　前記他のプロジェクターと連動して動作することを示すモード情報が記憶部に記憶され
ている場合において、当該他のプロジェクターからの命令が受け付けられたときには、前
記操作によらずに当該命令に応じた処理を実行し、あらかじめ決められた第１の操作が受
け付けられたときには、前記命令によらずにユーザーからの操作に応じた処理を実行し、
　前記第１の操作が受け付けられた場合において、さらに、あらかじめ決められた第２の
操作が受け付けられたときには、当該操作を無視する
　ことを特徴とするプロジェクターの制御方法。
【請求項６】
　接続された他のプロジェクターとともに画像を投射するプロジェクターであって、
　ユーザーによる操作と、前記他のプロジェクターからの命令とを受け付ける受付部と、
　当該プロジェクターの制御モードを示すモード情報を記憶する記憶部と、
　前記他のプロジェクターと連動して動作することを示すモード情報が前記記憶部に記憶
されている場合において、前記受付部により前記命令が受け付けられたときには、前記操
作によらずに当該命令に応じた処理を実行する処理実行部と
　を備え、
　前記処理実行部は、前記他のプロジェクターと連動して動作することを示すモード情報
が前記記憶部に記憶されている場合において、前記受付部によりあらかじめ決められた第
１の操作が受け付けられたときには、前記命令によらずに前記受付部により受け付けられ
た前記第１の操作に応じた処理を実行することを特徴とするプロジェクター。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、複数のプロジェクターを併用する場合の制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、複数のプロジェクターによって同一の画像を投射する場合の制御を開示
している。また、特許文献２は、単体で起動するモードと他の機器と連動して起動するモ
ードとを備えるプロジェクターを開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－３３８９４１号公報
【特許文献２】特開２００５－１４９２５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載されているように、複数のプロジェクターによって同一の画像を投射
するようなシステムを用いる場合であっても、一方のプロジェクターを単独で用いたいこ
と（あるいは、単独で用いることができると都合が良いこと）がある。しかし、従来は、
このようなシステムをいったん構築すると、複数のプロジェクターを連動して動作させる
ことが前提になってしまうため、一方のプロジェクターのみを動作させるようにすること
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が困難であった。
【０００５】
　例えば、２台のプロジェクターを併用する場合において、ユーザーがリモコン（リモー
トコントローラー）で操作を行うときには、２台のプロジェクターに主従関係を設定し、
主たるプロジェクターのみで操作を受け付け、従たるプロジェクターは主たるプロジェク
ターに制御されて動作するのが一般的である。なぜならば、双方のプロジェクターで操作
を受け付けてしまうと、その操作に応じた処理をいずれのプロジェクターで実行すればよ
いのかが不明になってしまうからである。しかし、このような主従関係がいったん設定さ
れると、従たるプロジェクターは、主たるプロジェクターによる制御なしでは動作するこ
とができなくなってしまう。
【０００６】
　本発明の目的の一つは、プロジェクターが他のプロジェクターと併用される場合におい
て、一方のみを単独で使用することを可能にする技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、接続された他のプロジェクターとともに画像を投射するプロジェクターであ
って、ユーザーによる操作と、前記他のプロジェクターからの命令とを受け付ける受付部
と、当該プロジェクターの制御モードを示すモード情報を記憶する記憶部と、前記他のプ
ロジェクターと連動して動作することを示すモード情報が前記記憶部に記憶されている場
合において、前記受付部により前記命令が受け付けられたときには、前記操作によらずに
当該命令に応じた処理を実行し、前記受付部によりあらかじめ決められた第１の操作が受
け付けられたときには、前記命令によらずに前記受付部により受け付けられた操作に応じ
た処理を実行する処理実行部とを備えるプロジェクターを提供する。
　このプロジェクターによれば、第１の操作をあらかじめ決めておくことにより、これを
単独で使用することが可能になる。
【０００８】
　好ましい態様において、前記処理実行部は、前記受付部により前記第１の操作が受け付
けられた場合において、さらに、あらかじめ決められた第２の操作が受け付けられたとき
には、当該操作を無視する。
　このようにすれば、特定の操作に応じた処理を実行しないように制御することができる
。
　また、この場合において、前記第２の操作は、当該プロジェクターが画像を投射すると
きの動作の態様を変更するための操作であってもよい。
　このような操作に応じた処理を実行しないことによって、プロジェクターが画像を投射
するときの動作の態様が変わらないようになるため、その後に再び他のプロジェクターと
連動して画像を投射することを容易にすることが可能である。
【０００９】
　別の好ましい態様において、前記第１の操作は、無線による操作であってもよい。
　このようにすれば、プロジェクター本体に設けられたボタン等を操作する必要がないた
め、プロジェクター本体に触れることなく（すなわち、プロジェクター本体を動かすこと
なく）第１の操作を行うことが可能である。
　また、この場合において、前記処理実行部は、前記他のプロジェクターと連動して動作
することを示すモード情報が前記記憶部に記憶されている場合において、前記受付部によ
り前記第１の操作と異なる他の操作が受け付けられたときには、当該操作を無視してもよ
い。
　このようにすれば、第１の操作が無線による操作、すなわち複数のプロジェクターが同
時に受け付けることができる操作であっても、他のプロジェクターが受け付けるべき操作
に応じた処理を他のプロジェクターのみに実行させることが可能である。
【００１０】
　また、本発明は、ユーザーによる操作と、接続された他のプロジェクターからの命令と
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を受け付け、当該他のプロジェクターとともに画像を投射するプロジェクターにおける制
御方法であって、前記他のプロジェクターと連動して動作することを示すモード情報が記
憶部に記憶されている場合において、当該他のプロジェクターからの命令が受け付けられ
たときには、前記操作によらずに当該命令に応じた処理を実行し、あらかじめ決められた
第１の操作が受け付けられたときには、前記命令によらずにユーザーからの操作に応じた
処理を実行するプロジェクターの制御方法を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】表示システムの全体構成を示す図
【図２】プロジェクター、ＰＣ及びリモコンのハードウェア構成を示すブロック図
【図３】操作部の外観を示す図
【図４】プロジェクター（スレーブ）の機能構成を示すブロック図
【図５】プロジェクター（マスター）の起動時の動作を示すフローチャート
【図６】プロジェクター（スレーブ）の起動時の動作を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００１２】
［実施形態］
　図１は、本発明の一実施形態である表示システム１０の全体構成を示す図である。表示
システム１０は、プロジェクター１００、２００と、ＰＣ（Personal Computer）３００
と、リモコン４００と、スクリーン５００とを備える。なお、スクリーン５００は必ずし
も必要ではなく、壁面などによって代用されてもよい。
【００１３】
　表示システム１０は、２台のプロジェクター１００、２００によって同じ画像を投射し
、これらを重ね合わせてスクリーン５００に表示することができるものである。このよう
に画像を表示することで、ユーザーは、プロジェクターを単独で使用する場合に比べ、よ
り明るい画像を見ることができる。ただし、表示システム１０は、後述するように、プロ
ジェクター１００、２００の一方のみで画像を表示することも可能である。
【００１４】
　プロジェクター１００、２００は、画像を投射する装置である。プロジェクター１００
、２００は、通信ケーブルによって互いに接続されており、データを送受信できるように
構成されている。この通信ケーブルは、例えば、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）規格の
ケーブルである。プロジェクター１００、２００は、望ましくは、所定の器具などによっ
て互いの位置関係が変わらないように固定されている。
【００１５】
　プロジェクター１００、２００の一方（ここではプロジェクター１００）は、通信ケー
ブルによってＰＣ３００に接続されている。この通信ケーブルは、例えば、ＲＳ－２３２
Ｃ（Recommended Standard 232 version C）規格のケーブルである。以下においては、Ｐ
Ｃ３００に接続されているプロジェクター１００のことを「マスター」といい、プロジェ
クター２００のことを「スレーブ」という場合がある。ここにおいて、マスターとは主た
るプロジェクターを指し、スレーブとは従たるプロジェクターを指す。
【００１６】
　ＰＣ３００は、プロジェクター１００、２００に画像データを供給するための情報処理
装置である。ＰＣ３００は、プロジェクター１００、２００に対する外部装置に相当する
。なお、ＰＣ３００は、いわゆるタブレットＰＣやスマートフォンであってもよいし、Ｄ
ＶＤ（Digital Versatile Disc）プレーヤーなどであってもよい。なお、ＰＣ３００は、
プロジェクター１００、２００に対する操作を入力するための入力機器として機能しても
よい。
【００１７】
　リモコン４００は、プロジェクター１００、２００を遠隔から操作するための入力機器
である。リモコン４００は、いわゆる赤外線リモコンであり、赤外線を所定のパターンで
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照射することによってプロジェクター１００、２００を操作することができるように構成
されている。以下においては、リモコン４００が発信する信号のことを「操作信号」とい
う。なお、リモコン４００は、操作信号を無線で送信することが望ましいが、操作信号を
有線で送信する構成であってもよい。
【００１８】
　図２は、プロジェクター１００、２００、ＰＣ３００及びリモコン４００のハードウェ
ア構成を示すブロック図である。プロジェクター１００は、制御部１１０と、記憶部１２
０と、投射部１３０と、赤外線受信部１４０と、第１通信部１５０と、第２通信部１６０
とを備える。また、プロジェクター２００は、制御部２１０と、記憶部２２０と、投射部
２３０と、赤外線受信部２４０と、通信部２５０とを備える。また、プロジェクター１０
０、２００は、ここには図示しないが、ユーザーの操作を受け付ける操作パネルを備えて
もよい。
【００１９】
　制御部１１０、２１０は、それぞれ、プロジェクター１００、２００の各部の動作を制
御する手段である。制御部１１０、２１０は、プロセッサーやメモリーを備え、プログラ
ムを実行することによって各種の制御を実現する。制御部１１０、２１０は、ユーザーの
操作に応じた命令（コマンド）を受け付け、受け付けた命令に応じた処理を実行する。
【００２０】
　記憶部１２０、２２０は、データを記憶する手段である。記憶部１２０、２２０は、フ
ラッシュメモリーなどの書き換え可能な不揮発性の記録媒体を含んで構成される。記憶部
１２０、２２０は、自装置（プロジェクター）の制御モードを示すモード情報を記憶する
ことができる。モード情報は、ユーザーの操作によって記録及び書き換えが可能なデータ
である。
【００２１】
　制御モードは、プロジェクター１００、２００がどのように制御されるかを示すもので
ある。本実施形態の制御モードは、「連動モード」、「マスター単独モード」、「スレー
ブ単独モード」の３種類である。ここにおいて、連動モードは、プロジェクター１００と
プロジェクター２００とを連動して動作させる場合に適用される制御モードである。この
場合、スレーブであるプロジェクター２００は、マスターであるプロジェクター１００か
らの命令に従って動作し、特定の操作に対応する操作信号以外の操作信号を無視する。ま
た、マスター単独モードは、プロジェクター１００のみを単独で動作させる場合に適用さ
れる制御モードである。一方、スレーブ単独モードは、プロジェクター２００のみを単独
で動作させる場合に適用される制御モードである。
【００２２】
　投射部１３０、２３０は、画像データに応じた画像を投射する手段である。投射部１３
０、２３０は、例えば、光源、（光源の冷却用の）ファン、液晶パネル等の光変調素子と
その駆動回路、レンズ等の光学系部材などを備える。ただし、投射部１３０、２３０の構
成は、周知の構成のいずれであってもよく、光変調素子の構成などは特に限定されない。
【００２３】
　赤外線受信部１４０、２４０は、リモコン４００から発信された操作信号を受信する手
段である。赤外線受信部１４０、２４０は、赤外線センサーを備え、赤外線センサーによ
って操作信号を受信すると、受信した操作信号に応じたキーコードを制御部１１０、２１
０に供給する。キーコードは、リモコン４００においてどのキーが押下されたかを示すデ
ータ（符号）である。本実施形態のキーコードは、複数のキーの同時押しも識別できるよ
うに構成されている。
【００２４】
　プロジェクター１００の第１通信部１５０は、ＰＣ３００とデータを送受信する手段で
ある。一方、第２通信部１６０は、プロジェクター２００とデータを送受信する手段であ
る。プロジェクター２００の通信部２５０は、プロジェクター１００の第２通信部１６０
と接続されて通信を行う。
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【００２５】
　なお、プロジェクター２００は、プロジェクター１００と同様に、ＰＣ３００とデータ
を送受信する手段を有していてもよい。かかる手段をプロジェクター２００が有している
場合には、プロジェクター２００がマスターとして機能し、プロジェクター１００がスレ
ーブとして機能してもよい。また、プロジェクター１００、２００のいずれも、外部装置
と通信するためのインターフェース（入力ソース）を複数種類備えていてもよい。
【００２６】
　また、プロジェクター１００、２００は、ノーマルモードとローパワーモードのいずれ
かの動作モードで動作することができる。ここにおいて、ローパワーモードとは、ノーマ
ルモードよりも電力の消費を抑制して動作する動作モードをいう。例えば、プロジェクタ
ー１００、２００は、ローパワーモードにおいては、光源やファンの動きを止めておき、
動作モードがローパワーモードからノーマルモードに切り替わったときに光源やファンの
駆動を開始する。なお、プロジェクター１００、２００は、ローパワーモードにおいても
、赤外線受信部１４０、２４０は動作しており、操作信号を検出できるように構成されて
いるものとする。
【００２７】
　ＰＣ３００は、制御部３１０と、表示部３２０と、操作部３３０と、通信部３４０とを
備える。制御部３１０は、ＰＣ３００の各部の動作を制御する手段である。制御部３１０
は、所定のプログラムを実行することによって各種のデータの送信などを実現する。表示
部３２０は、画像を表示する手段であり、例えば、液晶ディスプレイやその駆動回路を備
える。操作部３３０は、ユーザーの操作を受け付ける手段であり、例えば、キーボードや
ポインティングデバイスを備える。通信部３４０は、プロジェクター１００の第１通信部
１５０とデータを送受信する手段である。
【００２８】
　リモコン４００は、操作部４１０と、発信制御部４２０と、発光部４３０とを備える。
操作部４１０は、押下可能な複数のキーを有し、押下されたキーを検出する。発信制御部
４２０は、操作信号の送信を制御する手段である。発信制御部４２０は、押下されたキー
を検出（すなわち、ユーザーの操作を検出）したら、当該操作を示す操作信号を生成し、
これを発光部４３０に供給する。発光部４３０は、操作信号を発信する手段である。発光
部４３０は、所定の波長の光（赤外光）を照射する光源を有し、操作信号に応じた光を発
する。
【００２９】
　図３は、操作部４１０の外観を示す図である。操作部４１０は、電源キーＫ０と数字キ
ーＫ１、Ｋ２とを少なくとも備える。電源キーＫ０は、プロジェクター１００、２００の
電源をオンにしてこれを起動するためのキーである。ただし、ここでいう「起動」とは、
動作モードをローパワーモードからノーマルモードに切り替えることを意味する。すなわ
ち、プロジェクター１００、２００は、起動前においても操作信号を検出できる状態にあ
る。数字キーＫ１、Ｋ２は、いわゆるテンキー（の一部）であり、本実施形態においては
電源キーＫ０と組み合わせて用いられる。
【００３０】
　なお、操作部４１０は、その他のキーを備えていてもよい。例えば、操作部４１０は、
表示するページ（画像）を切り替えるためのキー、画像を表示するときの倍率を変更する
ためのキー、表示する画像やその画質に関する各種設定を行うためのキーなどを備えてい
てもよい。プロジェクター１００、２００は、これらのキーに対応する操作を検出した場
合には、当該操作に応じた処理を実行することができる。
【００３１】
　図４は、プロジェクター２００の機能構成を示すブロック図である。プロジェクター２
００の制御部２１０は、受付部２１１と処理実行部２１２とに相当する機能を実現する。
受付部２１１は、ユーザーによる操作と、プロジェクター１００からの命令とを受け付け
る手段である。受付部２１１は、赤外線受信部２４０が受信した操作信号に応じたキーコ
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ードを赤外線受信部２４０から取得し、取得したキーコードに対応する操作を特定するこ
とにより、ユーザーによるリモコン４００を用いた操作を受け付ける。また、受付部２１
１は、通信部２５０を介してプロジェクター１００からの命令を受け付ける。処理実行部
２１２は、受付部２１１により受け付けられた操作に応じた処理を実行する手段である。
ただし、処理実行部２１２は、記憶部２２０に記憶されたモード情報を参照し、記憶部２
２０に記憶されているモード情報に応じて、実行する処理を異ならせる。
【００３２】
　表示システム１０の構成は、以上のとおりである。この構成のもと、ユーザーは、ＰＣ
３００やリモコン４００を操作することによって、プロジェクター１００、２００に画像
を投射させ、スクリーン５００に画像を表示させることができる。本実施形態において、
ユーザーは、まず、制御モードの設定を行う。制御モードの設定は、ＰＣ３００、リモコ
ン４００のいずれを用いて行われてもよく、また、プロジェクター１００、２００に操作
パネルが設けられていれば、これを用いて行われてもよい。ここでは、制御モードには連
動モードが設定されているものとする。
【００３３】
　また、ユーザーは、プロジェクター１００、２００にＩＤを割り振ることにより、主従
関係を設定する。ここでは、マスターのＩＤを「１」、スレーブのＩＤを「２」とし、プ
ロジェクター１００に「１」、プロジェクター２００に「２」のＩＤを設定するものとす
る。このＩＤは、連動モードにおける制御主体を示す識別情報であり、記憶部１２０、２
２０にそれぞれ記憶される。プロジェクター１００、２００は、このＩＤを参照し、その
値が「１」であればマスターとして動作し、「２」であればスレーブとして動作するよう
に構成されている。
【００３４】
　プロジェクター１００、２００がローパワーモードで動作している場合において、ユー
ザーがプロジェクター１００、２００の少なくとも一方を起動させるための操作をリモコ
ン４００で行うと、プロジェクター１００、２００は、そのとき設定されている制御モー
ドと、自装置に割り振られたＩＤ（すなわち、自装置がマスターであるかスレーブである
か）とに応じた処理を実行する。
【００３５】
　例えば、制御モードがマスター単独モードである場合には、プロジェクター１００のみ
が起動し、プロジェクター２００は起動しない。このとき、プロジェクター２００は、操
作信号を検出するが、自装置がスレーブであるため、これを無視する。したがって、プロ
ジェクター２００の動作モードは、ローパワーモードのままである。一方、制御モードが
スレーブ単独モードである場合には、プロジェクター２００のみが起動し、プロジェクタ
ー１００は起動しない。この場合には、プロジェクター１００の動作モードが、ローパワ
ーモードのままである。なお、これらの場合において、プロジェクターを起動するための
操作は、電源キーＫ０を押下する操作である。
【００３６】
　また、制御モードが連動モードである場合、プロジェクター１００、２００は、次の動
作を行う。本実施形態において、制御モードが連動モードである場合のプロジェクターの
起動方法は、３通りある。第１の方法は、他の制御モードの場合と同様に、電源キーＫ０
のみを押下する方法である。ユーザーが第１の方法で操作した場合には、プロジェクター
１００、２００の双方が起動する。また、第２の方法は、電源キーＫ０と数字キーＫ１と
を同時に押下する方法である。ユーザーが第２の方法で操作した場合には、プロジェクタ
ー１００のみが起動する。また、第３の方法は、電源キーＫ０と数字キーＫ２とを同時に
押下する方法である。ユーザーが第３の方法で操作した場合には、プロジェクター２００
のみが起動する。つまり、第２の方法及び第３の方法は、制御モードが連動モードである
場合において、モード情報を書き換えることなく、プロジェクター１００、２００のいず
れかを一時的に単独で起動させるための操作方法である。
【００３７】
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　図５は、プロジェクター１００（マスター）の起動時の動作を示すフローチャートであ
る。プロジェクター１００の制御部１１０は、操作信号を受信してキーコードを受け付け
たか否かの判断を繰り返すことにより、起動を待機する（ステップＳ１１）。キーコード
を受け付けたら（Ｓ１１：ＹＥＳ）、制御部１１０は、当該キーコードが電源キーＫ０の
みの押下を示しているか否かを判断する（ステップＳ１２）。つまり、この判断は、ユー
ザーの操作が第１の方法であるか否かを判断するものである。
【００３８】
　ユーザーが第１の方法で操作した場合（Ｓ１２：ＹＥＳ）、制御部１１０は、自装置を
起動するための処理を実行し（ステップＳ１３）、さらに、プロジェクター２００に対し
て起動を指示する命令を送信する（ステップＳ１４）。なお、自装置を起動するための処
理とは、具体的には、動作モードをローパワーモードからノーマルモードに切り替える処
理のことである。これにより、プロジェクター１００、２００は、これ以降は連動モード
で動作することができる。
【００３９】
　一方、ユーザーが第１の方法で操作していない場合（Ｓ１２：ＮＯ）、制御部１１０は
、当該操作が第２の方法であるか第３の方法であるかを判断する（ステップＳ１５）。ユ
ーザーが第２の方法で操作した場合（Ｓ１５：ＹＥＳ）、制御部１１０は、自装置を起動
するための処理を実行する（ステップＳ１６）。ステップＳ１６の処理は、上述したステ
ップＳ１３の処理と同様のものである。ただし、このとき制御部１１０は、ステップＳ１
３の場合と異なり、プロジェクター２００を起動させない。また、制御部１１０は、この
ときモード情報を書き換えない。このようにすることで、プロジェクター１００は、モー
ド情報が連動モードを示している場合において、一時的にマスター単独モードで動作する
ことが可能になる。
【００４０】
　一方、ユーザーが第３の方法で操作した場合（Ｓ１５：ＮＯ）、制御部１１０は、この
操作を無視する（ステップＳ１７）。なぜならば、この操作は、スレーブであるプロジェ
クター２００に対してユーザーが行っている操作だからである。なお、このときも、制御
部１１０は、モード情報を書き換えない。
【００４１】
　次に、図６は、プロジェクター２００（スレーブ）の起動時の動作を示すフローチャー
トである。プロジェクター２００の制御部２１０は、操作信号を受信してキーコードを受
け付けたか否かの判断を繰り返すことにより、起動を待機する（ステップＳ２１）。ステ
ップＳ２１の処理は、上述したステップＳ１１の処理と同様のものである。キーコードを
受け付けたら（Ｓ２１：ＹＥＳ）、制御部２１０は、当該キーコードが電源キーＫ０のみ
の押下を示しているか否か（すなわち、操作が第１の方法か否か）を判断する（ステップ
Ｓ２２）。
【００４２】
　ユーザーが第１の方法で操作した場合（Ｓ２２：ＹＥＳ）、制御部２１０は、この操作
を無視する（ステップＳ２３）。なぜならば、このときの制御モードが連動モードであり
、プロジェクター２００がスレーブであるからである。このとき、プロジェクター２００
は、プロジェクター１００からの命令によって動作する。
【００４３】
　一方、ユーザーが第１の方法で操作していない場合（Ｓ２２：ＮＯ）、制御部２１０は
、当該操作が第２の方法であるか第３の方法であるかを判断する（ステップＳ２４）。ユ
ーザーが第２の方法で操作した場合（Ｓ２４：ＹＥＳ）、制御部２１０は、この操作を無
視する（ステップＳ２３）。なぜならば、この操作は、マスターであるプロジェクター１
００に対してユーザーが行っている操作だからである。
【００４４】
　一方、ユーザーが第３の方法で操作した場合（Ｓ２４：ＮＯ）、制御部２１０は、自装
置を起動するための処理を実行する（ステップＳ２５）。このとき、プロジェクター２０
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０は、単独で起動する。すなわち、プロジェクター１００は、このとき起動しない。また
、このとき制御部２１０は、モード情報を書き換えない。
【００４５】
　以上のとおり、本実施形態によれば、プロジェクター１００、２００が連動するように
構成されている場合に、所定の操作を行うことによって、これらの一方を単独で使用する
ことができるようになる。このようにすれば、連動モードで動作し、プロジェクターを１
台で使用する場合よりも明るい画像を表示している場合において、必要に応じて、プロジ
ェクターを１台のみで使用することが可能になり、多様な利用形態で本システムを利用す
ることが可能になる。例えば、表示する画像に明るさが求められない場合に、プロジェク
ター１００、２００のうちの１台を起動させないようにすることで、これらを併用する場
合よりも電力消費などを抑制することが可能である。
【００４６】
　また、本実施形態によれば、モード情報を変更したり、プロジェクター１００、２００
の配線を変更したりしなくても、プロジェクターを単独で動作させることが可能になる。
特に、本実施形態のようにプロジェクター１００、２００から投射される画像を重ね合わ
せて表示する場合には、各々の画像の位置合わせなどが必要になるため、いったんシステ
ムを構築した後は、プロジェクター１００、２００の位置（相対的な位置関係）を変えな
いようにする方が望ましいといえる。本実施形態によれば、リモコン４００を操作するだ
けでプロジェクター１００、２００を単独で動作させることができるため、プロジェクタ
ー１００、２００に触れたりする必要がない。
【００４７】
　さらに、本実施形態の場合、マスターであるプロジェクター１００が仮に故障等によっ
て動作不能になった場合であっても、プロジェクター２００を起動させることが可能であ
る。一方、複数のプロジェクターを連動させるように構成したシステムにおいて、スレー
ブがマスターからの命令のみを受け付け、ユーザーの操作を直接受け付けることがないよ
うにした場合には、マスターが動作不能になってしまうと、システムの構成をいったん解
除しなければスレーブを動作させることができなかった。ここでいう解除とは、モード情
報を書き換えたり、あるいはマスターとスレーブの配線を外したりすることである。
【００４８】
　また、表示システム１０は、プロジェクター１００、２００をいわゆる天吊りの状態（
器具等により室内の天井に設置する状態）で使用する場合もある。このような場合には、
特に、プロジェクター１００、２００に直接触れての作業は困難となる。したがって、本
実施形態の構成は、このような天吊りの状態で使用する場合においても有利であるといえ
る。
【００４９】
［変形例］
　本発明は、上述した実施形態に限らず、以下に例示するさまざまな態様でも実施可能で
ある。また、本発明は、必要に応じて、以下に示す変形例を複数組み合わせた態様でも実
施することができる。
【００５０】
（１）上述した実施形態において、制御モードは、「連動モード」、「マスター単独モー
ド」、「スレーブ単独モード」の３種類であった。しかし、本発明において、制御モード
は、連動するか否か示すだけ（すなわち２種類）であってもよい。この場合には、あらか
じめ決められた一方のプロジェクターのみが単独でも動作するように構成されていればよ
い。
【００５１】
（２）プロジェクター２００は、スレーブに設定された場合に、操作信号を検出しないよ
うに構成されていてもよい。すなわち、表示システム１０において、操作信号を検出する
のは、マスターであるプロジェクター１００のみであってもよい。この場合、プロジェク
ター２００は、プロジェクター１００から通信ケーブルを介してキーコードを受信するよ



(10) JP 6028896 B2 2016.11.24

10

20

30

40

50

うに構成されていればよい。
【００５２】
（３）本発明において、第１の操作、すなわち、スレーブがマスターからの命令によらず
に処理を実行するための契機となる操作は、上述したキー操作に限定されない。例えば、
第１の操作は、複数のキーの同時押しではなく、あらかじめ決められた単一のキーを押下
する操作であってもよい。また、第１の操作は、リモコン４００ではなくＰＣ３００によ
って行われてもよいし、プロジェクター１００、２００に操作パネルが設けられていれば
、これを用いて行われてもよい。
【００５３】
（４）スレーブであるプロジェクター２００において、第１の操作に応じてマスターであ
るプロジェクター１００からの命令によらずに実行する処理は、起動処理（すなわち、動
作モードをパワーセーブモードからノーマルモードに切り替える処理）に限定されない。
プロジェクター２００は、起動処理以外の他の処理についても、第１の操作を受け付ける
ことによって実行するようにすることができる。プロジェクター２００がこのようにして
実行する処理としては、例えば、カラーモード（使用するシーンに応じた画質）、明るさ
、コントラスト、色合い、シャープネスなどを調整する処理や、アスペクト比を設定する
処理や、キーストーン補正（台形補正）を行う処理や、上述した各種の調整・設定の内容
を初期化する処理などが含まれる。
【００５４】
　また、プロジェクター２００は、ユーザーの操作によって実行可能な処理のうち、一部
の処理については、連動中はプロジェクター１００からの命令のみによって実行し、単独
では実行しないように構成されてもよい。この場合、プロジェクター２００は、このよう
な処理を単独で実行する旨の操作（第２の操作）をユーザーから受け付けても、当該操作
を無視する。このように操作を無視すべき処理としては、例えば、キーストーン補正を実
行する処理のような、プロジェクター２００が画像を投射するときの動作の態様を変更す
る処理を挙げることができる。なぜならば、このような処理（画像の位置や画質を変更す
る処理）が一方のプロジェクターのみで実行されてしまうと、双方で投射する画像に不一
致や不整合が生じ、再び連動して画像を表示するときに所望の画像を表示できなくなって
しまうからである。
【００５５】
　なお、プロジェクター１００、２００は、画像の位置や画質を変更する処理について、
連動して動作する場合と単独で動作する場合のそれぞれの設定値を記憶し、そのときどき
に応じた設定値を読み出して適用するようにしてもよい。このようにすれば、連動して動
作する場合と単独で動作する場合とが切り替わっても、所望の画像を表示することができ
るようになる。
【００５６】
（５）本発明は、２台のプロジェクターで同じ画像を投射する場合に限らず、他の場合に
も適用可能である。例えば、本発明は、２台のプロジェクターによって投射される画像を
縦方向又は横方向に並べ、１台で投射するときよりも縦長又は横長の画像を表示できるよ
うにした場合にも適用可能である。あるいは、本発明は、一方のプロジェクターで右眼用
の画像を投射し、他方のプロジェクターで左眼用の画像を投射することにより、ユーザー
が立体視をすることができる表示システムにも適用可能である。この場合には、例えば、
プロジェクターを２台使用するときには立体視画像を投射し、プロジェクターを１台のみ
使用するときには通常の（立体視画像でない）画像を投射する。
【００５７】
　また、本発明は、複数のプロジェクターをともに用いるものであればよく、その台数は
２台に限定されない。例えば、本発明は、３台のプロジェクターを使用するものであって
もよい。この場合の制御モードは、プロジェクターを１台のみ使用するモードと、２台使
用するモードと、３台使用するモードとがあってもよい。
【００５８】
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（６）本発明は、プロジェクターや、これを備える表示システムに限らず、２台のプロジ
ェクターの少なくとも一方に画像を表示させるための制御方法や、かかる制御方法をプロ
ジェクターに実行させるためのプログラムとしても提供され得るものである。また、本発
明に係るプログラムは、ネットワークやその他の通信手段を介してプロジェクターに供給
され、これをインストールすることによって利用可能になるものであってもよい。
【符号の説明】
【００５９】
１０…表示システム、１００…プロジェクター（マスター）、１１０…制御部、１２０…
記憶部、１３０…投射部、１４０…赤外線受信部、１５０…第１通信部、１６０…第２通
信部、２００…プロジェクター（スレーブ）、２１０…制御部、２１１…受付部、２１２
…処理実行部、２２０…記憶部、２３０…投射部、２４０…赤外線受信部、２５０…通信
部、３００…ＰＣ、３１０…制御部、３２０…表示部、３３０…操作部、３４０…通信部
、４００…リモコン、４１０…操作部、４２０…発信制御部、４３０…発光部、Ｋ０、Ｋ
１、Ｋ２…キー、５００…スクリーン

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】
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